
ＮＰＯ法人

その他

1%

一般社団法人

1%

任意団体（法人格なし）

貴団体の形態を教えてくださいＱ.1

基礎情報

貴団体の所在地を教えてくださいＱ.2

中京区

17%

伏見区

14%

左京区

12%
下京区

11%

右京区

9%

北区

9%

西京区

7%

南区

6%

上京区

6%

東山区

5%
山科区

4%

主な活動エリアを教えてください
（複数回答可）

Ｑ.3 主な活動内容を教えてください（複数回答可）Ｑ.4

4%

15%

17%

25%

25%

26%

28%

28%

29%

30%

31%

31%

35%

35%

38%

海外

日本国内…

近畿地方…

山科区

西京区

南区

東山区

北区

上京区

右京区

左京区

下京区

京都府内…

伏見区

中京区

5%

7%

7%

9%

10%

12%

15%

18%

19%

22%

32%

32%

災害・防災

スポーツ振興

患者・医療支援

平和と公正・人権

多文化共生

音楽・舞台・美術（アート）

自然・環境保護

高齢者支援

子育て支援

子ども・若者支援

その他

障がい者・児支援

その他回答
まちづくり、国際協力・国際理解、伝統文化
観光、就労支援、町家保全、労働者支援
性被害者支援、科学技術、ICT普及など

82%

1

ＮＰＯに対するアンケート調査結果
本調査は京都市内で活動するＮＰＯを対象に実態を調査し、課題やニーズを把握するため
のものです。調査結果については、本市の地域コミュニティ活性化施策等の企画立案の基
礎資料とするとともに、京都市市民活動総合センターの運営に役立てます。

回答期間：令和６年９月２４日～１０月７日（１４日間）
対 象：京都市内に拠点をおくNPO（法人格の有無を問わない）
回答団体：２１２団体
回答方法：Webフォーム

（京都市外）

（京都府外）

（近畿地方以外）

16%



Ｑ.5

他団体との連携について

どういった主体と連携しています（した）か
もしくは連携を検討されていますか
（複数回答可）

Ｑ.6

その他回答
アーティスト、文化芸術関係施設・団体、保育園・幼稚園、
スポーツ団体、医療系の団体、新聞社、公社や一社 など

①実施している

②実施したことはないが

連携を検討中

③現在は実施していないが

したことがある

④実施していない

8%

6%

24%

70%の団体が他団体との連携を実施又は検討中

※補助金関係を除く

他の団体等と連携して事業などを実施していますか

22%

34%

49%

66%

その他

人的資源の共有

ネットワークの拡大

地域課題の解決

Ｑ.7 どのような目的で連携しています（した）
か。又は連携を検討していますか。
（複数回答可）

その他回答
• 個人や団体の活動支援
• 情報共有・情報交換、技術交流、調査研究・発表
• 経費負担の軽減、資金調達
• 広報・周知
• イベント・事業等の共催
• 場所提供、講習依頼・出前授業、労働相談
• 社会課題の解決
• 大学の研修・実習など、商業振興、映画の上映会等で

の地域活性化
• コミュニティづくり、スポーツ振興、
• 予防啓発、マスク配布活動、フードドライブ・食の

セーフティーネット、シニア世代による観光分野の地
域貢献活動、障害福祉課題などへの取組み
など

62%

24%

26%

28%

31%

34%

39%

45%

45%

50%

その他

地域の社会福祉施設

社会福祉協議会や民生委員等

小中学校・高等学校

大学・大学生

企業（地域企業・商店含む）

地域団体（町内会・自治会など）

ＮＰＯ

行政機関（※）

Ｑ５で ①実施している、②連携を検討中、③連携したことがある と答えた方にお伺いします。(１６１団体）

2

Ｑ.8 どのような内容の連携をしています（した）か。又は連携を検討していますか。（複数回答可）

6%

27%

37%

52%

57%

79%

その他

ボランティアなどの人員の派遣

周知等の協力

貴団体の専門性をいかした助言や伴走支援

情報交換

共同して事業やイベントを実施

その他回答
• 社会課題等を解決する方法を考えるコミュニ

ティイベント
• 調査研究
• 当団体のサービスの導入
• 関係機関との情報共有
• スキルアップのための音訳講習等
• 助成金関係
• 企業等からの協賛など



主にどのようなきっかけで連携を始めましたか、また連携を検討されましたか。（複数回答可）Ｑ.9

他団体との連携について

62%

Ｑ.8

Ｑ５で「①実施している」「③連携したことがある」と答えた方にお伺いします。(１４３団体）

3

4%

14%

30%

37%

40%

64%

きっかけはわからない

その他

地元の方や公共施設等の職員から

の紹介

連携先からの問合せ

交流会や勉強会など

地域活動などで関わりがあった又

は関わりをつくった

その他回答
• こちらからの依頼・呼びかけ・提案
• 会員からの紹介又は会員の所属団体等との連携
• 弊会の広報活動から
• 団体の組織の目的が地域と協働するべきだから
• 派生団体との連携
• 積極的にアンテナを張る
• 法人設立時の普及活動の中で、お互いの理念が一致し

た

Ｑ.10 Ｑ.11

3%

10%

35%

41%

49%

66%

特に実感するものはない

その他

地域住民の満足度向上

貴団体の活動への住民理解

地域課題の解決

団体間の連携強化

3%

13%

40%

52%

53%

特に課題はない

その他

情報共有面の課題

人材面の課題

資金面の課題

その他回答
• 取組みに対する温度差
• 継続の難しさ
• 当事者がなかなか集まらない
• 人が交代していくことで、当初の理念共有や今の社

会に合わせた動きがしづらくなった
• 障害者の自立課題
• NPOや法人格のない任意団体に対して情報が少ない

ことからの理解不足。無給や無料を求められるが、
場所代は取られるなど。

• 講習会を依頼されて行うものの、実社会への活用に
なかなかつながらない

• 住民が情報機器を持っていないので、情報共有にか
なりの時間が取られる。

• 行政と連携する場合、調整や報告書作成などのコス
トが掛かる など

その他回答
• アーティストの活動がより活発になった
• 地域課題・障害福祉課題への取り組みが前進
• 次代を担う若者へ、病児を取り巻く環境や親子の

状況を知ってもらえる機会となり、行事のボラン
ティアへ応募してくださるようになった。

• 法人が目指す障害者の収入増につながった
• 子ども達の遊び相手ができた
• 生産性が上がった
• 顔が見える形で、地域住民・企業を知れた
• 住民が活動団体を立ち上げた。
• 学生が考えた新しい企画に住民が協力して共に動

いていている。
• 事業の継続
• 働く上でのトラブルの解決 など

連携によって得られた効果（複数回答可） 連携によって生まれた課題（複数回答可）



Ｑ.6-2

他団体との連携について

62%

本市では、地縁団体や志縁団体など様々な主体が混じり合い、誰もが地域の一員として安心して快適に
暮らせる、「居場所」と「出番」があるまちづくりを目指し、施策等の検討を進めています。

4

Ｑ.12 今後、身近な公共施設等を使って、地域住民に貴団体や貴団体が取組む社会課題を知って
もらえるようなイベントや交流会等があれば参加したいですか。

Ｑ５で「④実施していない」と答えた方にお伺いします。(５１団体）

他の団体と連携したいと思いますか

特に連携したいと

は思わない

条件があえば

連携したい

将来的には

連携したい

ぜひ連携したい

8%

24%

12%

45%

Ｑ.7-2 連携に対する課題はありますか
（複数回答可）

6%

12%

12%

20%

31%

41%

43%

その他

団体等の窓口がわからない

予算確保が難しい

特に課題はない

時間的余裕がない

人的余裕がない

どのようなことで連携できる

かわからない

その他回答
• 他に似た団体がない。提携できそうな団体を探せない、確

認できない。
• まだ活動し始めて間もないので、進める為に価値観の通じ

る人材を一定程度まとめる必要がある。

都合があえば

参加したい

ぜひ参加したい

参加したいが現状で

は難しい

参加したくない 5%

19%

28%

48%

他団体との連携について
• 約７割のＮＰＯが他団体との連携を実施中または検討中であり、連携はＮＰＯ活動において重要な要素

となっている。連携相手は多様で、行政機関が50％と最も多く、次いで地域団体（町内会・自治会な
ど）45％、企業(地域企業・商店含む)39％、ＮＰＯ45％、大学・大学生34％である。

• 約６割の団体が、連携のきっかけを「地域活動」と回答しており、地域活動を通じて、地域に暮らす幅
広い世代の方々との繋がりを深めることが連携を始めるポイントとなっている。

• 多くのNPOが他団体との連携を重視しており、連携による効果として、団体間の連携強化のほか、ボラ
ンティアの増加や新しい活動に波及している好事例も存在する。一方で、資金面、人材面、情報共有面
での課題が指摘されている。



ひと・まち交流館京都２階にある市民
活動総合センターを知っていますかＱ.13

62%

Ｑ.8

Ｑ14で「①利用したことがある」と答えた方にお伺いします。(２０団体）

5

Ｑ.15-1

Ｑ.15-2

その他回答
• 建物の古さ、汚さ
• 費用面で継続できなかった。事務所の場所はほしい

市民活動総合センターのスモールオフィスについて改善点があれば教えてください
（複数回答可）

①利用したことが

ある

②知っているが利用

したことはない

③知らない

8%

34%

市民活動総合センターでさまざまな社
会課題の解決に向けて自主的に活動す
る団体の皆様をサポートするための
シェアオフィス機能として「スモール
オフィス」（5,230円／月）を運営し
ていることは知っていますか。

Ｑ.14

①利用したことがある

②知っているが利

用したことはない

③聞いたことが

ある程度

④まったく知らない

23%

53%

58%

14%

10%

Ｑ14で「②知っているが利用したことはない」と答えた方にお伺いします。（１１３団体）

10%

10%

25%

35%

45%

騒音などの執務環境

その他

スペースの狭さ

特に思い当たるものはない

入居可能期間（通算３年）の短さ

3%

6%

9%

9%

15%

25%

70%

手続きが煩雑であったから

その他

料金が高かったから

オフィスの環境が活動と合わなかったから

立地が合わなかったから

事務所を構える必要がないから

すでに事務所／活動拠点があったから

その他回答
• 入居条件が合わなかったから。
• 文化財を扱っているので移動が困難
• 行き来する時間がない。
• 月借りするほど頻繁には行けないのと、スモールオフィスの

スペース自体、暗いイメージと狭いので、通ってまで使いた
いと思わなかった。

• 自宅を事務所にしているので、活動の物品などで自宅の部屋
が占領されてとても困っているが、事業収入は実活動費使い
たいのでできるだけ支出を抑えるために利用していない。

利用しなかった理由を教えてください（複数回答可）

市民活動総合センターについて



Ｑ.17

Ｑ14で「③聞いたことがある程度」「④まったく知らない」と答えた方にお伺いします。(７９団体）

6

Ｑ.15-3

その他回答
• 期限が３年と限られている点は問題だと思う
• 遠いから
• 必要ないから

今後、利用したいと思いますか。

その他回答
• 個人情報の保全、守秘できること
• 備品類が収納出来ること
• 会議室がある事
• 貸事務所を必要としないのでわからない。
• 福祉施設としての要件
• 近い場所
• 無料であること
• 車を利用するので、駐車料金が気になる。
• 一般的な貸事務所やスモールオフィスは、個室か

共同スペースオフィスに商談や打ち合わせに使え
る部屋が別にあったり、ウォーターサーバーや、
自販機等も設置されていたり、最近はさまざまな
サービスも共有スペース等もあるので、ちょっと
古いタイプに思います。通っても使いたい、作業
がしやすい空間であってほしいです。

公共施設に設置されている貸事務所やスモールオフィスにおいて重視することは何ですか。
（複数回答可）

市民活動総合センターでは、さまざまな社会的課題の解決に向けて自主的に活動をする団体の皆さんを
サポートするため、その拠点として「スモールオフィス」を提供しています。

• ブース数１２ブース（机１台分が１ブース、原則1 団体 1 
ブース、ロッカーあり）

• 入居団体専用のWifi環境整備（電話回線は要契約）
• 入居期間は入居日から 1 年後の月末まで（通算 3 年まで）
• 継続して利用する場合でも毎年募集申請と審査を実施。
• ９月３月に事業報告書の提出及びスモールオフィス入居

団体の交流事業への参加必須
• その他、市民活動総合センターのコピー機、印刷室も利

用可能

利用したいと

思わない

機会があれば利用

したいと思う

43%
57%

Ｑ.16-3

0%

9%

13%

16%

18%

76%

手続きが煩雑そうだから

その他

オフィスの環境が活動と合わないから

料金が高いから

立地が合わないから

すでに事務所／活動拠点があるから

7%

11%

23%

24%

28%

29%

31%

39%

66%

フリーアドレス制であること

その他

登記ができること

他の入居団体と交流する機会があること

個室空間であること

２人以上が入れるスペースであること

集中して作業できること

料金が安いこと

皆様にお伺いします(２１２団体）

経営や実務について専門性をもった職員
に気軽に相談できること

利用したいと思わない方（45団体）
利用したいと思わない理由は何ですか
（複数回答可）

市民活動総合センターのスモールオフィスについて
• 市民活動総合センターのスモールオフィスの認知度は、「聞いたことがある程度」を含めると約８割で

あり、認知度は高いものの、利用率は低い傾向にある。
• 利用しなかった及び使用したいと思わない理由の７割は「すでに事務所／活動拠点がある」であった。
• 公共施設に設置されている貸事務所やスモールオフィスとしては、料金が安いこと、集中して作業でき

ること、２人以上が入れるなどが重要な条件とされている。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

